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〔凡例〕
一、
 本稿は、服部南郭﹃大東世語﹄ ﹁言語﹂篇（都合四十話）の第十九～四十話の本文と原注に関する注釈である。
 
注釈は、 ﹁国文学演習Ⅵ﹂ （早大大学院教育学研究科二〇〇六年度科目、堀
　
誠担当）の受講生（石本波留子・丁秋娜・塚野晶子・
永田英理・政岡依子）がそれぞれ講読担当話の発表資料に基づいて原稿化した。
一、
 底本は、早稲田大学図書館蔵本﹃大東世語﹄ （寛延三年︿一七五〇﹀刊）に依り、また典拠に関しては同館蔵本﹃大東世語考 （方寸菴漆鍋稿、寛延四年︿一七五一﹀序 を参考にした。
一、
 ﹁言語﹂篇の都合四十話を、 ︹言語
1︺のように順次表記した。
一、
 注釈は本文の︹書き下し文︺ ・ ︹訳文︺ 、原注の︹書き下し文︺ ・ ︹訳文︺ 、および︹語釈︺ 、 ︹典拠︺から構成される。また必要に応じて︹備考︺を加えた。
一、
 ︹書き下し文︺は、原則として底本の訓点を尊重しつつ適宜これを改めた。〔言語
19〕
禪林僧正①使
三
人請
二
時相
一
曰②。法藏壞矣。願得
二
檀越修理之力
一
。
相公素敬
二
僧正
一
。卽日令
三
家吏率
二
衆工
一
。至便請
レ
命。僧正色不
レ
怡。
謂
二
其人
一
曰。歸語
二
爾相公
一
。如
レ
此小事卽不
レ
解。何以爲
二
天下事
一
。
衆反命。 思
二
其旨
一
未
レ
得頃 側有
二
老女侍
一
曰。僧正必是以
レ
腹
爲
二
法藏
一
。公乃調
二
美食
一
饋
レ
之。僧正果悅。謝答曰。得
レ
見
レ
施
レ
材。
早稲田大学
　
教育・総合科学学術院
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法藏已修矣。〔書き下し文〕禪林の僧正
　
人をして時相に請はしめて曰はく、 ﹁法藏
　
壞る。願は
くは檀
だんをち
越修理の力を得ん﹂と。相公素より僧正を敬す。卽日
　
家吏を
して衆工を率ゐしめ、至りて便ち命を請ふ。僧正
　
色怡ばず。其の人
に謂ひ 曰 く、 ﹁歸りて爾の相公に語れ。此くの如き小事卽ち解せずして、何を以てか天下の事を爲さん﹂と。衆
　
反命す。相公
　
其の
旨を思ひ 未だ得ざるの頃、側に老女侍有りて曰はく、 ﹁ 必ず是れ腹を以て法藏と爲
す
るならん﹂と。公乃ち美食を調して之を饋る。僧
正果して悅ぶ。
謝しゃ
答とう
して曰はく、 ﹁材を施せらるる 得。法藏已に修
せり﹂と。〔訳文〕禪林寺の僧正が、人をやっ 時の宰相たる宇治公（藤原頼通）に頼んで言うことには、 ﹁法藏が壞れてしまいました。願わくは、檀越 修理の力をお願いしたいのです﹂と。相公は平素から僧正を尊敬 ていた。即日、家臣に大勢の大工を率いさせ、 （家臣は僧正 もとに）至って、命令をもとめた。 の顔に悦びの色はなく、宇治公の家臣に言うことには、 ﹁帰って貴方 主人たる相公に伝え さい。このような些細な事を理解しておられないで どう 天下のことがなせでしょう﹂と。人々は戻っ （こ ら 事を相公 ）報告した。相公はその意図する ころ 考えたが 未だ思 いたらないうち そばにいた老いた侍女が 僧正様はきっと、その
御おなか
腹
を法
藏とおっしゃったのです﹂と。相公はそこで美食を調理させ、これを贈った。僧正は果して悦び、礼を述べて言うには、 ﹁ ﹃材物﹄を頂戴いたしまし ので、 ﹃法藏﹄はもはや修復されました﹂と。︹原注︺①名深覺。九條右府師實之子。東寺長者法務大僧正。東大寺別當。
長久中。壽八十九寂。
②時相宇治公也。︹書き下し文︺①名は深覺なり。九條右府師實の子なり。東寺の長者法務大僧正な
り。東大寺の別當なり。長久中、壽八十九にて寂す。
②時相は宇治公なり。︹訳文︺①名は深覺である。九條右府師實の子である 東寺の長者法務大僧
正である。東大寺の別當である。長久年間、八十九歳で没した。
②時の宰相は宇治公
〔語釈〕禪林
　
禪林寺。京都にある浄土宗西山禪林寺派の総本山。山号は聖衆来迎山。当初は真言密教の道場であったが、十一世紀末に永観が入って浄土教の念仏道場となった。
深覺
　
九五五～一〇四三。藤原師輔の十一男。 ﹁師實之子﹂とするのは誤りである。母は康子内親王。寛朝僧正に灌頂を受け 京都禅林寺にはいる。東大寺別当、東寺長者を経て、石山寺に移
三一
?????? ???????????? ??? り、治安三年（一〇二三）大僧正。晩年、高野山に無量寿院をひらく。
師實
　
藤原師實は一〇四二～一 一。
東寺
　
京都にある真言宗東寺の総本山。弘仁十四年（八二三）に、嵯峨天皇が空海に与え 真言研修の道場としたのが始まり。
長者
　
ここでは、東寺の長官を言う。
東大寺
　
奈良にある華厳宗の総本山。
別當
　
僧職の一つ。寺務を統御す 。
長久
　
年号。一〇四〇～一〇四四。
宇治公
　
藤原賴通。 ︹言語
18︺ ︹語釈︺参照。
法藏
　
一切經を納めた藏。經藏
檀だん
越をち
　﹁だんをつ﹂とも。施主をいう。 ﹁檀﹂はほどこし、 ﹁越﹂は施しの功徳によって貧窮の海を越えるの意。檀那。檀家。
家吏
　
その家に仕えている臣。
反命
　
ここでは、使者が戻って報告すること。
〔典拠〕
﹃今鏡﹄むか がたり第九﹁祈る験
しるし
﹂二。
 
（塚野晶子）
〔言語
20〕
源師賴①中廢。年餘後。起拜
二
納言
一
。屬
レ
主
二
釋奠事
一
。乃典禮曲悉。
一一審問。藤參議成通在
レ
座。謂曰。公練
二
習故事
一
舊矣。獨以
二
久廢
故
一
。理亦當
三
少有
二
失忘
一
耳。師賴不
レ
答。但衟入
二
大廟
一
每
レ
事問。
成通自悔
二
失言
一
。
〔書き下し文〕源師賴
　
中廢す。年餘の後、起ちて納言に拜せらる。釋奠の事を主
つかさ
ど
るに屬
つか
ふ。乃ち典禮の曲悉、一一審問す。藤參議成通
　
座に在り。謂
ひて曰はく﹁公
　
故事に練習すること舊
ふる
し。獨り久廢の故を以て、理
も亦た當に少しく失忘有るべきのみ﹂と。師賴答へず。但だ衟
い
ふ﹁大
廟に入りて事每 問ふ﹂と。成通
　
自ら失言を悔ゆ。
〔訳文〕
源師頼は中途で官職を廃せられた。年月が過ぎて、中納言に任ぜら
れ、釋
せきてん
奠の祭を司ることとなった。かくして師頼は、礼儀作法、所作
の仔細をいちいち詳しく尋ねた。参議である藤原成通は同座した折、こう言った ﹁師頼殿は有職故実を習い修めてからだいぶ年月が経ちました。長らく役職を廃せられてい ゆえ、その道理を少々ご失念されたのでしょう﹂と。師頼は答えず、ただ﹁ （孔子の言葉に） ﹃大廟に入りて事毎に問ふ﹄と見えます﹂と独りごち 。成通は失言を自悔した。︹原注︺①左府師房之孫。中院右府顯房之子。官大納言。︹書き下し文︺①左府
　
師房の孫、中院右府
　
顯房の子なり。官は大納言なり。
三二
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︹訳文︺①左府
　
師房の孫で、中院右府顕房の子である。官は大納言に至る。
〔語釈〕師賴
 
源師頼。一〇六八～一一三九。平安後期の公卿。承徳二年（一〇九八）参議。その後三十二年間昇進せず、天仁元年（一一〇八）には、三年間の不出仕により殿上籍を削られた。後に権中納言となり、大納言正二位に至る。漢学の才 持っていた。
師房
　
源師房。一〇 八～一〇七七。源師頼の祖父。平安後期の公卿。
顯房
　
源顕房。一〇二六～一〇九四 源師頼の父 平安後期の公卿。
中廢
　
中途で官職を廃されることをいう
年餘
　
通常﹁一年あまり﹂をいうが ここでは﹁長らく時間が経過している﹂意に解した ︹語釈︺ ﹁師頼﹂を参照。
釋奠
　
大学廟堂で行われる孔子など儒者を祭る儀式。
典禮
　
礼儀・儀式・作法。 ﹁釋奠を行う際の礼法・所作﹂ 意。
曲悉
　
仔細、一切の意。 ﹁曲﹂はつぶさに、 ﹁悉﹂ とごとくの意。
成通
　
藤原成通。 〇九七～一一五九。藤原宗通の子。天承元年（一一三一）参議 保元元年（一一五六）大納言 至る。蹴鞠の達人。
久廢
　
長く官職を廃せられていたことを う。
大廟每事問
　﹃論語﹄八佾篇の﹁子入大廟。每事問。或曰。孰謂
?
人
之子知禮乎。入大廟。每事問。子聞之曰。是禮也 ﹂ （ 、大廟に入り、事每に問ふ。或るひとの曰はく、 ﹁
孰た
れか
?????
人
の子禮
を知れりと謂ふか。大廟に入りて事每に問ふ﹂と。子これを聞きて曰はく、 ﹁是れ禮なり﹂と。 ）を踏まえる。
大廟
　
始祖の霊廟。ここでは魯の周公旦を祭ったみた や。
〔典拠〕﹃十訓抄﹄巻一―五十一。 ﹃古事談﹄巻二―八十二。 
（石本波留子）
〔言語
21〕
江都督①自
二
鎭西
一
歸
レ
京。所
レ
得雜賄。密識
二
其貨
一
。當
レ
受與
レ
不。
分載
二
二艘
一
。渡
レ
海覆
二
沒一艘
一
。非理貨船 無
レ
事而到。江歎曰。世
已澆季。神亦無
レ
靈。
〔書き下し文〕江都督
　
鎭西自
よ
り京に歸る。得る所の雜賄、密かに其の貨に識
しる
し、當
に受くべきとしからざるとを、分かちて二艘に載す。海を渡りて、一艘を覆沒す。非理の貨船、事無くして到る。江歎じて曰はく、 ﹁世已に澆季なり。神も亦た靈無し﹂と。〔訳文〕太宰帥
そち
であった大江匡房は、任を終えて九州から京へ帰った。その時、
自分の手に入れたさまざまな賄
まひなひ
の品に密かに印を付けて、正当な報酬
として受けたものと、不当な賄賂として贈られたものとに 類し、艘の船に分載し 。海を渡るうちに、一艘が転覆 て沈んだ。非道に
三三
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手に入れた賄を積んだ船の方が、無事に港まで到着したのである。匡房が嘆いて言ったことには、 ﹁この世はもはや末世となってしまった。神さえも正義を行う霊威を持たないのであるから﹂と。︹原注︺①江帥。︹書き下し文︺①江の帥なり。︹訳文︺太宰帥の大 匡房のことである。
〔語釈〕江都督
　
大江匡房。一〇四一～一一一一。若くして学者・政治家とし
ての才覚にすぐれ、後三条・白河・堀河三代の帝師として仕えた。出世を重ね、嘉保元年（一〇九四）に権中納言、三年後の承徳元年（一〇九七）に太宰権帥となる。嘉承元年（一一〇六）に納言を去っ 太宰権帥に再任するが、足疾により赴任することはなかった。天永二年（一一一一）七月に大蔵卿に任ぜられたが、同年十一月に出家して没する。故実先例を重視し、備中・美作などの国司 歴任して財富を蓄えていたという。 ﹃江談抄﹄は彼の談話を筆録し もので、著作も後世に多大な影響を与えた。 ︹言語
12︺ ︹語釈︺参照。 ﹁都督﹂は太宰帥の唐名。
鎭西
　
九州の古名。天平十五年に太宰府 筑紫鎮西府と改めた。
雜賄
　
家臣たちからのさまざまな贈物 こと。 ﹁賄﹂は贈り物の意。
密識其貨
　﹁識﹂は印を付ける意。荷を二つに分けた理由は、 ﹃江談抄﹄
によれば、神の真意を知るために試したのであろう。
當受與不
　﹁當受﹂は、正当な賄として受けてよいもの。 ﹁不﹂は﹁し
からず﹂と訓じ、もらってはならないもの（賄）を指す。
覆沒
　
船が覆り沈むこと。転覆。
非理
　
道理にはずれる、 ﹁非道﹂に同じ。 ﹃管子﹄ ﹁版法解﹂に﹁怨咎所生、生於非理﹂ 、 ﹃荀子﹄ ﹁王霸﹂に﹁有非理者如毫末﹂ 。
澆季
　
人情薄く世の乱れた末世 道徳・風俗などの軽薄になっ 時代。澆世。南朝宋の?駿﹃通下情詔﹄に 世弊敎淺、歳月澆季﹂ 。
神亦無靈
　﹁靈﹂は、神の霊威・霊験のこと。末法の世にあっては、
神の力ももはや及ばないことをいったもの。
〔典拠〕﹃古今著聞集﹄巻三﹁政道忠臣﹂ ﹁大江匡房、道理にて取りたる物、非道にて取りたる物をわけ、各一艘に積み帰京の事﹂ 。 
（永田英理）
〔言語
22〕
競馬人左將曹尾張兼時。右將曹敦行。爲
レ
耦馳逐。兼時轡
?
數脫。而
不
レ
墮。然亦終以
レ
此後。乃問
二
敦行
一
曰。未
レ
審不
レ
勝者宜
レ
向
二
何方
一
①。衆悅
二
其言
一
。更多纏頭。
三四
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〔書き下し文〕競馬の人
　
左將曹の尾張兼時、右將曹の敦行、耦
ぐう
を爲して馳
く
逐ちく
す。兼
時
　
轡?數
しば
しば脫す。而して墮ちず。然れども亦た終に此れを以て後
る。乃ち敦行に問ひて曰はく、 ﹁未だ
審
つまびらか
ならず
　
勝たざる者宜 く何
れの方に向ふべきを﹂と。衆
　
其の言を悅ぶ。更に多く纏頭す。
〔訳文〕競馬の騎手として左將の曹尾張兼時と右將の敦行が、二人並んで馬を追い合った。兼時のくつわとたづなは、しばしば抜け落ちそうだったが、落馬はなかった。 かし、つい はこのために遅れをとった。かくて敦行に尋ねて言うには、 ﹁勝たなかった者は、どの方向に行けば良いのか﹂と。人々はその言葉を面白がり、更に多くの祝儀を与えた。︹原注︺兼時競馬未
二
嘗有
一 レ
後。
︹書き下し文︺①兼時
　
競馬未だ嘗て後るること有らず。
︹訳文︺①兼時は、競馬でいまだかつて後れをとったことがなかった。
〔語釈〕競馬
　
ここでは、左右二頭の馬の遅速を競う競技。
尾張兼時
　
生没年未詳。村上・一条天皇の随身。名騎手で、神楽の名
人。永祚元年（九八九）四月 二条第、正暦二年（九九一）五月の右近馬場、長保五年（一〇〇三）四月の賀茂詣などの競馬
に出場。
敦行
　
生没年未詳 下野敦行。厚行とも。村上朝に右近将監となる。乗馬の名手で、朱雀・村上天皇に仕え、活躍した近衛舎人。
左將曹・右將曹
　
左右の近衛府の四等官。
馳逐
　
馬を走らせ追いかけること。
轡?
　
くつわとたづなを う。
未審
　
いまだはっきりとわからないことをいう。 ﹁不知﹂に同じく、疑問文において用い れる。
纏頭
　
かずけもの。祝儀。ま 、祝儀を与え
〔典拠〕
﹃古今著聞集﹄巻十﹁ 芸﹂ ﹁正暦二年五月、右近馬場の競馬
に尾張兼時初めて負くる事﹂ 。 
（塚野晶子）
〔言語
23〕
藤基俊①。源俊賴②。並是和歌名家。恆心相競。基俊短
二
俊
賴
一
以
レ
無
レ
學。俊賴聞
レ
之曰。文時朝綱無
二
秀歌
一
③。躬恆
貫
之無
二
佳
詩
一
④。何必
二
才學
一
。
〔書き下し文〕藤基俊、源俊 、並びに是れ和歌の名家、恆に心相競ふ。
　
俊賴
を短ずるに學無きを以てす。俊賴
　
之を聞きて曰はく、 ﹁文時
　
朝綱
　
秀歌無し。躬恆
　
貫
之
　
佳詩無し④。何ぞ才學を必とせん﹂と。
三五
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〔訳文〕藤原基俊と源俊頼は、ともに和歌の名家として並び称され、つねに和歌の心を競いあっていた。基俊は俊頼を学問が無いとそしった。俊賴がこれを聞いて言うには﹁文時、朝綱には秀歌が無い。躬恒、貫之には佳詩がない。どうして歌詠みには才学が必須であろうか﹂ 。︹原注︺①大納言宗俊之弟。左衞門佐。②亞相經信之子。左京大夫。③菅文時
　
江朝綱、二人並以
二
學材
一
稱。
④凡躬恆
　
紀
貫
之、二人並以
二
和歌
一
稱。
︹書き下し文︺①大納言宗俊の弟、左衞門佐なり②亞相經信の子、左京大夫なり。③菅文時
　
江朝綱、二人並びに學材を以て稱せらる。
④凡躬恆
　
紀
貫
之、二人並びに和歌を以て稱せらる。
︹訳文︺①大納言宗俊の弟で、左衛門佐であった。②亜相経信の子で、左京大夫であった。③菅原文時と大江朝綱 二人ともに、漢学の才を以て称賛された④凡河内躬恒と紀貫之の二人はともに、和歌を以て称賛された
〔語釈〕藤基俊
　
藤原基俊。一〇六〇～一一四二。平安時代後期の歌人。康和
期から源俊賴と和歌新時代の指導的立場に立ち、両者の歌論の相違が注目された。古代知識に深く、格調高い歌を求めた。
宗俊
　
藤原宗俊。一〇四一～一〇九七。藤原基俊の兄。
源俊賴
　
一〇五五～一一二九。平安時代後期の歌人。管弦と和歌に長
じた。堀河院歌壇の推進者。勅撰集﹃金葉和歌集﹄を撰進。新奇な用語と珍しい趣向を重んじた。歌学書﹃俊賴髄脳 がある。
經信
　
源経信。一〇一六～一〇九七。源俊賴の父。 ﹃中右記﹄に詩歌・管弦、和漢の学、法令に通じた﹁朝家之重臣﹂という。 ︹言語
11︺ ︹語釈︺ ﹁源經信﹂参照。 ﹁亜相﹂は﹁大納言﹂の唐名。
心相競
　
和歌の心を、互いに競争すること
學
　　
学問・学識がないこと。ここでは特 漢文の素養がないこ
文時
　
菅原文時。八九九～九八一 平安時代中期の儒者 道真の孫詩は﹃扶桑集﹄ 、文は﹃本朝文粋﹄に見える。
朝綱
　
大江朝綱。八八六～九五七。平安時代中期の漢詩人、学者 詩は﹃扶桑集﹄ ﹃和漢朗詠集﹄ どに、約四十首、文は﹃本朝文粋﹄に四十余編、
　
和歌も数首伝えられる。 ﹃新国史﹄を撰進。
學材
　
学問上の才能。漢才をいう。
凡躬恆
　
凡河内躬恒。生没年不詳（八五九～九〇七？）三十六歌仙の
一人。 ﹃古今和歌集﹄の撰者で六十首の歌が採られる。
 貫
之
 
紀貫之。？～九四五。三十六歌仙の一人 ﹃古今和歌集﹄の撰者で百首以上の歌が採られる。 ﹃土佐日記﹄の作者。
才學
　
才気と学問。ここでは漢才をさす
三六
?????? ???????????? ???
必
　　
﹁ヒツとす﹂と訓じ、必要とすること、必須とすることの意。
〔典拠〕﹃無名抄﹄第三一﹁俊頼基俊挑む事﹂ 。 
（石本波留子）
〔言語
24〕
平相國是刑部忠盛之子①。少時以
二
父任
一
寵進。華族貴游。賤
二
其門
地
一
。多侮
二
下之
一
。天仁帝曰。若夸
二
門地
一
。故應
レ
無
レ
若
二
淸盛華
族
一
爾②
〔書き下し文〕平相國
　
是れ刑部忠盛の子なり。少
わか
き時
　
父の任を以て寵進す。華族
の貴游
　
其の門地を賤して、多く之を侮下す。天仁帝曰はく、 ﹁若し
門地に夸
ほこ
らば、
故もと
より應に淸盛が華族に若
し
くもの無かるべきのみ﹂と。
〔訳文〕平清盛は、刑部卿の平忠盛の子である。若い時から父の任を受け継いで、天皇の恩寵を蒙り累進した。上門の貴族たちは清盛の出自 賤しんで、見下す者が多かった。鳥羽天皇は、次のように話された、 ﹁もしも出自を誇るならば もとより清盛の尊い血筋に及ぶ者 ない﹂と。︹原注︺①淸盛祖正盛。讚岐守。父忠盛。刑部卿。淸盛後至
二
大相國
一
。
②初白河帝寵
二
祇園夫人
一
。後出
二
賜忠盛
一
。夫人時已有
レ
娠。上曰。
生
レ
兒女卽還
レ
朕。若男汝子
レ
之。旣生
二
淸盛
一
。當時人無
二
識者
一
。
天仁帝密知
レ
之。故云
レ
爾。
︹書き下し文︺①淸盛の祖
　
正盛は、讚岐守なり。父
　
忠盛は、刑部卿なり。淸盛
後に大相國に至る。
②初め白河帝
　
祇園夫人を寵す。後に忠盛に出賜せり。夫人
　
時に
已に娠有り。上曰はく、 ﹁兒を生みて女なれば卽ち朕に還せ。若し男なれば汝
　
之を子とせよ﹂と。旣にして淸盛を生む。當時の
人
　
識る者無し。天仁帝
　
密かに之を知る。故に爾
しか
云ふ。
︹訳文︺①平清盛の祖父の正盛は讃岐守であった。父の忠盛は刑部卿であっ
た。清盛は、後に太政大臣に至った。
③元々、白河上皇は祇園女御を寵愛されたが、後に忠盛に下賜され
た。女御はその時すでに上皇の子を身籠もっていたため、上皇はこう仰せになった、 ﹁子が生まれて、女ならば私に返しなさいもしも男であったら、お前が自分の子としなさい﹂と。やがて清盛が生まれ 当時の人はこの事実を知ら かった。鳥羽天皇だけは、密かにその事実をご存じで、こう話された。
〔語釈〕平相國
　
平清盛。一一一八～一一八一。六波羅入道。 ﹁相國﹂は太政
大臣の唐名。平忠盛の子。一説に白河天皇の落胤であり、祇園女御妹が懐妊後、忠盛に下賜されて生まれたとされる。正盛・
三七
?????? ???????????? ??? 忠盛が築いた政治力・経済力を背景に次々と地位を得て、保元・平治の乱（一一五六・一一五九）で一門の 固め 永暦元年（一一六〇）に武家として初めて公卿に列し、仁安二年（一一六七）には正二位から従一位太政大臣まで上りつめた。
忠盛
　
平忠盛。一〇九六～ 一五三。讃岐守正盛の子。白河・鳥羽・崇徳の三上皇に仕えた。後に但馬守を経て 四位上の刑部卿となる。平家全 の基盤を築いた。
正盛
　
平正盛。生没年未詳。出羽守正衡の子 白河法皇の信任を得、祇園女御・藤原顕季らと結び北面の武士として勢力 伸ばした。
讚岐
　
南海道六カ国の一つ 大化改新後、一国となる。現在の香川県。
刑部卿
　
刑部省における最高位の職名。獄令所定の範囲内における裁
判の執行、裁判上の疑義に対する回答、良賤 関する判断簿書の保管、囚獄司・贖司 監督などの司法行政事務を行っ
寵進
　
天皇 慈しみをもって官に進めること
華族貴游
　
当時の上流階層、身分の高い者たちを指す。 ﹁華族﹂は尊
い家柄、貴族 意で ﹁貴遊﹂もまた上流、尊い家柄をいう語。
門地
　
家柄のこと。
天仁帝
　
鳥羽天皇。一一〇三～一一五六。在位は一一〇七～一一二三。
堀河天皇の第一子。母は大納言藤原実季女、贈皇太后苡子 ﹁天仁﹂は在位時 年号（一一〇八～一一一〇） 。嘉承二年（一〇七） 、祖父の白河上皇の執政のもと、父帝崩御のあとに即位。
白河帝
　
白河天皇。一〇五三～一一二九。在位は一〇七二～一〇八六。
堀河天皇に譲位後も、上皇として執政。 ﹁院政﹂と名づけられる政治形態を創始した。 ︹言語
12︺ ︹語釈︺参照。
祇園夫人
　
祇園女御。白河法皇の寵愛を受け、祇園社の巽の方角に贅
を尽くした邸のあったことが﹃中右記﹄や﹃殿暦﹄などにみえる。出自などは不明。忠盛が祇園女御を下賜されたのは史実ではないといい、実際に下され のは妹であったともいう。
出賜
　
下賜するこ う。
有娠
　
妊娠すること。
子之
　﹁子﹂は動詞で、自分の子どもとして育てることをいう。
〔典拠〕﹃平家物語﹄巻六﹁祇園女御﹂ 。 
（永田英理）
〔言語
25〕
妙音公①。少坐
二
父事
一
竄
二
土州
一
。後赦歸。源按察資賢②。詣候之次。
問
二
土州事
一
。公不
レ
答。乃慘然詠云。韓康獨往之棲③。按察不
レ
覺
墮
レ
涙。
〔書き下し文〕妙音公、少
わか
くして父の事に坐して土州に竄
ざん
す。後
　
赦歸す。源按察資
賢、詣候の次
ついで
、土州の事を問ふ。公
　
答へず。乃ち慘然として詠じて
三八
?????? ???????????? ???
云はく、 ﹁韓康が獨
どくわう
往の棲
すみか
﹂と。按察覺えず涙を墮とす。
〔訳文〕
妙音公（藤原師
もろなが
長）は、若いとき（保元の乱を起こした）父に連坐
して土佐国に遷謫された。後に赦免されて、都に帰ることになったが、その折、源按察資賢が訪ね とき 、土佐国での事を問うた。公は答えず、いたましげに詠吟な っ 、 ﹁韓康が獨往の棲﹂と。按察は思わず落涙して った。︹原注︺①師長。宇治左府賴長之子。保元初。父賴長起亂。事敗死。時師長
以中納言除名。配流土州。後歸復官。至太政大臣。號曰妙音公。
②宮內卿有賢之子。官按察使大納言③江澄明辨山水對册曰 韓康獨往之棲。花藥如舊︹書き下し文︺①師長なり。宇治左府
　
賴長の子なり。保元の初め、父
　
賴長
　
亂
を起こし、事敗れて死す。時に師長
　
中納言を以て除名され、土
州に配流せらる。後に歸りて官に復す。太政大臣に至る。號して妙音公と曰ふ。
②宮內卿
　
有賢の子なり。官は按
あぜち
察使大納言なり。
③江澄明﹁山水を辨ず﹂の對册に曰はく、 ﹁韓康が獨往の棲。
花くわやく
藥
舊ふる
きが如し﹂と。
︹訳文︺①師長のことである。宇治左府藤原頼長の子である。保元の初め父
の頼長が乱を起こしたが、乱は失敗し、頼長は死んだ。そのとき、師長は中納言であったが、除名され、土佐国に配流された。後に帰京して官職に復帰し、太政大臣にまで昇った。号を妙音公という。
②宮内卿源有賢の子である。官は按察使大納言であった。③大江澄明が﹁山水を弁ず﹂の
対たいさく
冊
文に、 ﹁韓康が世をのがれて独
り暮らした山中の
棲すみか
には、薬草の花が昔と変わらずに咲く﹂と
ある。
〔語釈〕妙音公
　
藤原師長。一一三八～一一九二。左大臣藤原頼長の次男。保
元元年（一一五六）保元の乱に坐して、土佐国に配流された。長寛二年（一一六四）召還されて従二位に復官し、治承元年（一一七七）従一位
　
太政大臣となるが、同三年（一一八○）白河
上皇と平清盛の衝突で、上皇の近臣として尾張国に配流された。私堂を妙音院と号したため、妙音院太政大臣と称される。
賴長
　
藤原頼長。一 二○～一 五六。関白藤原忠実 次男。久安五年（一一四九）従一位
　
太政大臣となる。久寿二年（一一五五）
鳥羽上皇の信任を失い失脚した後、籠居した。保元元年（一一五六）崇徳上皇の招きに応じて挙兵するが、敗れ、死す。 ﹁日本第一大学生﹂ （ ﹃愚管抄﹄ ） ﹁なにごとにもいみじくきびしき人﹂（ ﹃今鏡﹄ ） 、 ﹁悪左府﹂と評された。
保元
　
年号。一一五六～一一五九。
三九
?????? ???????????? ???
竄
　　
遠地に追放すること。
赦歸
　﹁赦﹂は罪科をゆるすこと。 ﹁歸﹂はここでは帰洛を意味する。
土州
　
土佐国のこと。神亀元年（七二四）より遠流の地となり、応天門の変に連座した紀夏井、平治の乱の源希義、承久の乱の土御門上皇、元弘の乱の尊良親王らが配流された。
資賢
　
源資賢。一一一三～一一八八。宮内卿
　
源有賢の長男。応保元
年（一一六一）六月、二条天皇を呪詛した罪で信濃に配流される。二年後召還され 仁安元年（一一六六）参議 なり、後、正二位権大納言にまで昇る。
按察
　
地方官の行政や諸国の民情を視察する官職。
詣候
　
訪問するの意。 ﹁詣﹂はいたること。 ﹁候﹂はうかがうこと。
慘然
　
いたむさま。あわれなさま。 ﹁漢王心慘然憐薄姫 （ ﹃史記﹄外戚世家）とある
韓康
　
後漢、覇陵の人。字は伯休 長安の市で薬を売り、掛値も値引もしなかった。名を避けて山に隠棲した 後に、桓公より安車を以て聘せられ、やむ 得ず山をでたが、途中 姿 くらましてしまった。 （ ﹃後漢書﹄逸民列伝）
江澄明
　
大江澄明。？～九五○。平安中期の詩人。朝綱の子。大学に
学び、文章得業生となり、天暦三年（九四九） 対策に及第した。大膳亮・民部少輔を経て従五位下兵部丞となるが、翌四七月、病により死す。
辨山水對册
　﹁辨山水﹂は﹁對册﹂の題で、山と水の異同・是非・特
質などを判別すること。 ﹁對册﹂とは官吏登用試験における、問いに対する答えの文章（漢文）をいう。文章博士の橘朝臣直なほみき
幹が問い、文章得業生の大江澄明が対
こた
えたもの。 ﹃本朝文粋﹄
巻三所収。
韓康獨往之棲。花藥如舊。
　﹃本朝文粋﹄巻三所収の﹁辨山水﹂に
﹁韓康獨往之棲、花藥如舊。范蠡扁舟之泊、煙波惟新。 （范
はんれい
蠡が
扁へんしう
舟の泊、煙波惟
こ
れ新たなり。 ） ﹂とあり、この句は﹃和漢朗詠
集﹄巻下﹁山水﹂にも摘録される。
〔典拠〕﹃古事談﹄巻六﹁亭宅諸道﹂の二四﹁藤原師長帰洛、源資賢と語らふ事﹂ 。﹃十訓抄﹄巻一の二五﹁妙音院入道太政大臣（師長）の朗詠及び琵琶
　
按察使資賢卿の今様﹂ 。 
（政岡
　
依子）
〔言語
26〕
或問法然上人曰。弟子欲
二
專念佛
一
。唯時爲
レ
睡所
レ
障。何以除
レ
之。
上人曰。方寤乃念可也。時稱
二
德音
一
。
〔書き下し文〕或るひと
　
法然上人に問ひて曰はく、 ﹁弟子專ら念佛せんと欲す。唯
だ時に睡の爲に障せらる。何を以てか之を除かん﹂と。上人曰はく、﹁方に寤
さ
めて乃ち念じて可なり﹂と。時に德音と稱す。
四〇
?????? ???????????? ???
〔訳文〕ある人が法然上人に尋ねて言うことには、 ﹁弟子たる私めは念仏に心しようとしています。ただ、時として睡魔のために（念仏が）妨げられることがあります。どのようにしてこれを取り除けばよいのでしょう﹂と。上人 言うことには、 ﹁目覚めた時に、念仏をすればそれよいのです﹂と。時の 々は、徳 ある言葉 称賛した。〔語釈〕法然
　
一一三二～一二一二。平安時代の高僧にして、浄土宗の開祖。比叡山で源光、叡空に師事し、黒谷で法然房源空と称した。源信や唐の善導の思想的影響によって、安元元年（一一七五）専修念仏の教えを確立し 比叡山をくだり東山大谷で浄土宗をひらく。帰依者が増えるにつれ、既成の仏教教団の反感を招き、念仏は禁止され、承元元年（一二〇七）土佐へと配流された。後に赦され、建暦元年（一二 一）に帰京し、翌年一月に八十歳で没。
念佛
　
仏教では称名 ・観想 ・実相念仏 三種がある。口で仏号（ ﹁阿弥陀仏﹂ ﹁南無阿弥陀仏﹂ ）を念じることをいう。
寤
　　
目が覚めること。
德音
　
徳のある言葉。立派な言葉。
〔典拠〕﹃徒然草﹄三十九段。 
（塚野晶子）
〔言語
27〕
大原諸講師。相與往
二
河內
一
。投
二
宿一家
一
。主人接待頗謹。皆已解
レ
裝。
日犹未
レ
暝。一師出
レ
書靜看。主人問何書文。講師曰。止觀也。又恐
二
其野過聽
一
。更衟是止觀云者爾。非
レ
云
二
四卷
一
①。主人無
レ
言。退且
微誦曰。此之止觀天台智者說己心中所行②。諸法師赧然大慚。〔書き下し文〕大原の諸講師、相與
とも
に河內に往く。一家に投宿す。主人接待頗る謹む。
皆已に裝を解く。日犹ほ未だ暝
く
れず。一師
　
書を出して靜看す。主人
問ふ、 ﹁何の書文ぞ﹂と。講師曰はく、 ﹁止觀なり﹂と。又其の野
や
にし
て
過あやま
り聽くことを恐る。更に
衟い
ふ、 ﹁是れ止觀と云ふ者のみ。四卷を
云ふに非ず﹂と。主人
　
言無し。退きて且つ微誦して曰はく、 ﹁此之
止觀天台智者
　
說己心中所行（此の止觀は天台の智者
　
己が心中所行
を說く） ﹂と。諸法師赧
たんぜん
然として大いに慚づ。
〔訳文〕大原の講師たちは連れ立って河内に出かけ、ある家に宿をかりた。家の主人は大変謹んで心から接待した。みなはすでに旅装を解いたが、日がまだ高かったので、一人の講師が、本を取り出して静かに読んでいた。主人が﹁何の書物 す ﹂と尋ねる 、 ﹁ ﹃止観﹄です﹂と答えたが、その 粗野で聞き違うことを心配し 更 付け加えた﹁ ﹃止観﹄という書物のことであり、 ﹁四巻﹂を言ったのではありませ
四一
?????? ???????????? ???
ん﹂と。主人は何も答えなかったが、退きながら、 ﹁
此シ
之シ
止シカン
観
天テンダイ
台
智チシャ
者
　
説セツ
己コ
心シンチュウ
中
所ショギョウ
行︹法
ホウモン
門︺ （この止観は天台智者が、己の心の中で
行い得た法門を説くものである） ﹂と小さな声でそらんじた。法師たちは顔を真っ赤にし、大いに恥じ入ったのである。︹原注︺①四止卷觀方言
二
相亂
一
。
②止觀文。︹書き下し文︺①四と止、巻と觀、方に相亂るるを言ふ。②止觀の文なり。︹訳文︺①四と止、巻と觀 が 混乱して間違えられ ことを言う。②止観の文である。
〔語釈〕大原
　
京都市左京区の一地区。八瀬の北にあり、小さな盆地をなす。三千院、寂光院などの古刹があり、隠者、聖たちの隠棲地。
講師
　
平安時代、諸国の国分寺に置かれた上座の僧官。僧尼をつかさどり、経論を講説した。高徳 僧。ひじ 。
河內
　
旧国名の一。五畿（昔、京都の周囲にあった山城・大和・河内・和泉・摂津の か国の称）に属し、現在の大阪府南東部
暝
　　
﹁クる﹂と訓じ、暮れる、日が沈む。
書文
　
書物の意。
野
　　
ひな。みやびがない。粗野。
過聽
　
聞き違うこと。 ﹁過﹂は、あやまつ、あやまちの意。
微誦
　
小さい声で人に知られないようにそらんじる。
天台智者
　
智ちぎ
顗
を指す。五三八～五九七。中国の天台第三祖。 ﹁法華
文句﹂ ﹁法華玄義﹂ ﹁摩訶止観﹂の法華三大部などを著作する。
赧然
　
恥じて赤面する ま。
止觀
　﹃摩訶止観﹄の略。中国、隋代の仏書。五九四年、智顗が荊州（湖北省）の玉泉寺で講述、
灌かんじょう
頂の筆録。十巻。天台の三大部の一。
天台宗の観心を詳述し、実践上の宝典とされる。
此之止觀天台智者
　
說己心中所行
　﹃摩訶止観﹄上・序章の字句。本
来﹁所行﹂の後に﹁法門﹂の二字がある。 ﹁この止観は天台智者が、己の心の中で行い得た法門を説くものである﹂の意
〔典拠〕﹃十訓抄﹄巻三―第七話。 
（丁
  秋娜）
〔言語
28〕
平氏旣自沒
レ
海。宗盛父子。獨被
レ
囚入
レ
京①。觀者喧擾。有
二
厲數
人
一
立看。一人曰。所
レ
謂厲憐
レ
王。一人曰。何也。曰。伊平宗第一人。
位高望重。而不
二
克治
一 レ
家。旣陷
二
反逆
一
。一家自殺。而不
レ
能
二
同死
一
。
苟生就
レ
囚。如
レ
是乎。不
レ
知
レ
醜甚。固不
レ
若
二
吾輩
一
也。傍人聞
二
其
四二
?????? ???????????? ???
言有
一 レ
理。驚歎曰。心智誠不
レ
由
二
形醜
一
乎。厲曰。病業耳。釋尊入滅。
犹爾現
レ
病。戒賢智者。不
レ
免
レ
病
レ
厲。病那可
レ
耻。
〔書き下し文〕平氏
　
旣に自ら海に沒す。宗盛父子、獨り囚せられて京に入る。觀る
者
　
喧擾なり。厲
　
數人有りて立ちて看る。一人曰はく、 ﹁謂ふ所
　
厲
　
王を憐れむなり﹂と。一人曰はく、 ﹁何ぞや﹂と。曰はく、 ﹁
伊か
れ平
宗
　
第一の人にして、位高く望重し。而して克く家を治めず、旣に反
逆に陷り、一家自殺す。而して同じく死する能はず。苟も生きて囚に就く。是
か
くの如きか。醜を知らざること甚だし。固より吾が輩に若か
ざるなり﹂と。傍らの人
　
其の言の理有るを聞き、驚き歎じて曰はく、
﹁心智は誠に形醜に由らざるか﹂と。厲
　
曰はく、 ﹁病は業のみ。釋尊
　
入滅するに、犹ほ爾
ちか
く病を現す。戒賢は智者なれども、厲を病むこと
を免れず。病
　
那なん
ぞ耻づべけんや﹂と。
〔訳文〕平家の一族はすでに西海に入水した 宗盛父子だけが囚われ 京に送られた。それ 見物するものたちが騒いでいた。その中に厲病みが数人立って見ており、一人が﹁厲病みは王者を憐れむというものだ﹂と言うと、一人が﹁どういうことだ﹂と聞いた 答えて言う、 ﹁あ 方は平家一統の第一人者で、位 高く声望も高かった。しかしながら、家を治めきれず とうとう反逆者となってしまい、一族は自害してしまった。それなのに一緒には死ねず あろうことか生きながらえて囚われの身となった。かくまでも恥を知らない か。当然 ら我ら
には遠く及ばないことだ﹂と。傍らにいた人はその言葉に道理があると聞いて、驚嘆して言った、 ﹁知恵というものは形の醜さには由来しないものなのか﹂と。厲病みが答えて言うには、 ﹁病というのは前世の業にすぎな 。釈迦は入滅にあ って病に罹った。戒賢 智者であったが、厲に罹る を免れなかった。病をどうして恥じる必要があろうか﹂と。︹原注︺①宗盛。平相國淸盛之次子。長子重盛薨後嗣宗。官至
二
內大臣
一
。
壽永中。平氏舉
レ
族。皆死
二
西海
一
。宗盛及子淸宗。被
レ
虜受
レ
刑。
︹書き下し文︺①宗盛なり。平相國淸盛の次子にして、長
　
重盛
　
薨じし後
　
嗣
宗たり。官は內大臣に至る。壽永中、平氏
　
族を舉げて、皆
　
西
海に死す。宗盛
　
及び子の淸宗
　
虜いけど
られて刑を受く。
︹訳文︺①宗盛である。平相国清盛の次男で、嫡子 重盛が亡くなった後の
正嫡である。官は内大臣にまで昇った 寿永年間、平家は一門で挙兵し、皆、西海で死んでしまった。宗盛とその子の清宗は生け捕られて斬刑を受けた。
〔語釈〕宗盛
　
平宗盛。一一四七～一一八五。平清盛の三男。母は堂上平氏出身の時子で、同腹の妹に建礼門院徳子がある。嫡室所生の第一子として早くから官位昇進し、治承三年（一一七九）異腹の長
四三
?????? ???????????? ??? 兄重盛の病没後、家督を相続した。寿永二年木曾義仲の入京を前に安徳天皇を奉じて西走。文治元年（一一八五）三月壇ノ浦の合戦で平氏一門は壊滅 子息清宗とともに捕えられ、五 義経に伴われて鎌倉へ護送後、京都に送還される途中、六月二十一日近江国篠原 斬られた。その首は検非違使に引き渡され、獄門に懸けられた。
淸盛
　
平清盛。 一一八～一一八一。平忠盛の嫡子。 ︹言語
24︺ ︹語釈︺
参照。
次子
　
長子の次の子、次息。本来、宗盛は清盛の三男である 清盛の次男となる基盛が早世していることによるか。垣武平氏略系図に基盛は記載されていない。
重盛
　
平重盛。一一三八～一一七九 平清盛の長男 母は右近将監高階基章の女 保元の乱 賞により従五位上 なり、平治の乱勲功賞として伊予守を任ぜら る。治承三年五月出家（法名淨蓮） 、七月二十九日父清盛に先立ち病没
嗣宗
　﹁嗣﹂はあとつぎ、 ﹁宗﹂は正嫡を意味する。
壽永
　
年号。安徳天皇の治世。一一八二～一一八四
淸宗
　
平清宗。一一六九～一一八五。平宗 の 男。母は兵部権大輔平時信の女 文治元年（ ）壇ノ浦 合戦で父宗盛とともに捕えられ、近江国で斬られた。そ 首は検非違使に引き渡され、都大路を引き回された。
喧擾
　
さわぎみだれること。 ﹁喧﹂はかまびすしい、 ﹁擾﹂ わず わ
しい。
厲
　　
えやみ。おこり。らいびょう。 ﹁癩﹂に通ず。
心智
　
ちえ。
釋尊
　
仏陀の異称。釈迦、釈迦牟尼とも。姓は
喬ゴータマ
答摩。父は
浮じょうぼん
飯
王、
母は摩
まや
耶夫人。二十九歳で王城を逃れて山林で修行すること六
年、独悟する。後、天竺各地で布教し、紀元前四八六年二月十五日沙羅双樹の間 獅子床で示寂した
爾
　　
﹁邇﹂に同じ。ちかいの意。
戒賢
　
五二九～六四五。シーラバドラの訳。王族 、婆羅門種に生まれる。大乗仏教の一派を為した護法（ダルマパーラ）の弟子で、﹃仏地経論﹄を著した。
玄げんじょう
奘
滞在時のナーランダー学院長で、
その教えを玄奘が伝えて法相宗となる。
〔典拠〕﹃源平盛衰記﹄巻第四十四﹁平家虜り都入り
　
附
　
癩人法師口説言
　
竝
　
戒賢論師の事﹂ 。〔備考〕釈尊背痛について﹃今昔物語集﹄巻三第二十八﹁仏涅槃に入らむとして衆会に告げ給へること﹂ 、戒賢については﹃今昔物語集﹄巻六第六﹁玄奘三蔵
　
天竺に渡りて法を伝へて帰り来れること﹂にみえる。
 
（政岡依子）
四四
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〔言語
29〕
鎌倉幕士。正旦會列。三浦義村先至①。已居
二
上頭
一
。有
レ
頃。千葉
胤綱至②。徑進踰
二
義村坐
一
卽
二
其上
一
。義村慍色自語曰。下總犬。
不
レ
知
レ
圏。胤綱卒應曰。三浦狗。齧
二
其友
一
③。
〔書き下し文〕鎌倉の幕士、正旦に會列す 三浦義村
　
先に至る。已に上頭に居る。
頃しばら
く有りて、千葉胤綱至る。徑ちに進みて義村が坐を踰えて其の上に
卽く。義村
　
慍色して自語して曰はく、 ﹁下總の犬は、圏を知らず﹂と。
胤綱
　
卒に應じて曰はく、 ﹁三浦の狗は、其友を齧む﹂と。
〔訳文〕鎌倉幕府に仕える武士たちが元旦に集まり会した。 浦義村は先に参上して、すで 上座に座していた。しばらくして千葉胤綱が参上すると、わき目もふらず奥に進んで義村 坐を超え、その上座に座った。義村はむっとして言い放った、 ﹁下總の犬は居るべき場所をわきまえぬ﹂と。胤綱はすぐさま応じて言う、 ﹁三浦の狗はその友を齧む﹂と。︹原注︺①義村。祖平義明。父義澄。共爲鎌倉創業功臣。族稱三浦。義村
駿河守。
②下總人。千葉平忠常之子 亦爲鎌倉功臣。千葉族名。③三浦與輪田同族。輪田之亂。義村得賣親之毀
︹書き下し文︺①義村なり。祖は平義明、父は義澄なり。共に鎌倉創業の功臣爲り。
族は三浦と稱す。義村は駿河守に至る。
②下總の人なり。千葉平忠常の子なり。亦た鎌倉の功臣爲り。千葉
は族名なり。
③三浦と輪田は同族 輪田の亂に、義村は賣親の毀
そしり
を得たり。
︹訳文︺①三浦義村である。祖父は平 明、父は義澄である。共に鎌倉創業
の功臣であった。一 は三浦と称する。義村は駿河守であった。
②下総の人である。千葉平忠常の子である また鎌倉の功臣とされ
ていた。千葉は族名である。
③三浦と輪田は同族 輪田の乱において、義村は親戚を売っ
たという悪評を得た。
〔語釈〕三浦義村
　
？～一二三九。鎌倉時代前期の武将。駿河守・評定衆とな
る。三浦一族の最盛期を築く。政治的手腕を以て、北条氏に次ぐ大豪族として幕政の重要な地位を占めた。和田の乱では、当初弟胤義らと もに和田義 に同心の約束をして、起請文まで書いたが、北条義時と通じて、同族和田一族を葬った。
義明
　
三浦義明。一〇九二～一一八〇。三浦義村の祖父。平安時代後期の武将。源氏再興のため忠誠をつくした雄将。
義澄
　
三浦義澄。一一二七～一二〇〇。三浦義村 父。鎌倉時代前期
四五
?????? ???????????? ??? の武将。幕政の重臣の地位を占め、三浦一族の基盤を築いた。
駿河
　
地名。国名 現在 静岡県中央部。
上頭
　
上座・上方の意
千葉
　
千葉氏。中世、下総国の豪族。平良文の孫忠常が上総介・下総権介として多くの私営田を所有して以来、子 が両総を支配。
千葉胤綱
　
一一九八～一二二八。桓武平氏、千葉成胤の子。 ︹原注︺
②では平忠常を胤綱の父とするが、時代的にもずれが生じるので、誤記と考えられる。胤綱 父は千葉成胤である。
下總
　
地名。国名。現在の千葉県北部および茨城県 一部
平忠常
　
？～一〇三一。平安時代中期の地方軍事貴族。上総介・下総
権介となる。千葉氏の発展する基盤を作った
慍色
　﹁慍﹂は恨む・怒るの意。憤り恨む顔色。腹を立てた顔つき。
圏
　　
おり、さかいの意。
輪田
　
和田氏。桓武平氏、三浦氏の分流 三浦義明の孫、義盛が相模国三浦郡和田に居住し 和田を称した がはじまりである。
輪田之乱
　
和田氏の乱。北条氏の台頭とともに幕府創業の有力御家人
が次々に滅亡する中、建保元年（一二一三） 、義盛一門が北条氏に武力抗争を試み、結果的に敗れて 族が滅亡した。
〔典拠〕﹃古今著聞集﹄巻十五﹁千葉介胤綱三浦介義村を罵り返す事﹂ 。
（石本
　
波留子）
〔言語
30〕
藤亞相爲家①曰。作
レ
歌之心。如
レ
過
二
獨木橋
一
。方
二
其撰思
一
。專愼
不
レ
墜
二
左右
一
。
〔書き下し文〕藤亞相
　
爲家曰はく、 ﹁歌を作るの心は、獨木橋を過ぐるが如し。其
の撰思に方
あた
りて、專ら愼みて左右に墜ちず﹂と。
〔訳文〕大納言の藤原為家が言うには、 ﹁歌を詠むときの心得は、一本の丸木橋を渡るようにすることです。その表現に思いをめぐらす時しも、ひたすら慎重にして橋の左右に墜ちないことです﹂と。︹原注︺①五條三品俊成之孫。黃門定家之子。官大納言。︹書き下し文︺①五條三品俊成の孫、黃門定家の子なり。官は大納言なり。︹訳文︺①五條三位の藤原俊成の孫で 黄 である。官職は大納言
であった。
〔語釈〕藤亞相爲家
　
藤原為家。一一九八～一二七五。父は藤原定家、母は内
大臣藤原実宗の娘。性格は温和で、順徳天皇に寵愛された。蹴
四六
?????? ???????????? ???鞠の才に秀でていたため若い頃は定家を慨嘆させたが、貞応二年（一二二三） ﹁為家卿千首﹂以降、和歌師範家の当主として歌壇を牽引した。歌風は平明温雅で、勅撰 集には三百三十三首が入集。家集に﹃大納言為家集﹄ 、歌学書に﹃詠歌一体﹄ 。
五條三品俊成
　
藤原俊成。一一一四～一二〇四。父は権中納言藤原俊
忠、母は藤原敦家の娘。 ﹁久安百首﹂以降、崇徳院歌壇の中心人物となった。家集﹃長秋詠藻﹄を自撰し、 ﹃ 載和歌集﹄撰者となる。新古今歌風の形成に大きな影響を与え 。
黃門定家
　
藤原定家。一一六二～一二四一。 ﹁黄門﹂は大納言の唐名。
藤原俊成の子。藤原良経・慈円らと和歌の新風を開拓し、後鳥羽院歌壇の中心として活躍し ﹃新古今和歌集﹄の 者。
獨木橋
　
一本の丸木を渡して作った橋。
撰思
　
歌を詠むために思考をめぐらせ こと。
〔典拠〕﹃井蛙抄﹄第六・雑談。 
（永田英理）
〔言語
31〕
貞應宮內①。省郞內侍。內外相更之際。時方秋候。一內侍看
二
直廬前
楓樹
一
曰。向來此樹。纔有
二
一枝催
一 レ
紅。已覺
二
秋色之至
一
。今日早辭。
不
レ
可
二
復認
一
。一郎舉
レ
首問
二
何方之枝
一
。藤郞永綱在
レ
側曰 定是
西方。〔書き下し文〕貞應の宮內、省郞・內侍、內外相更
ふ
くるの際、時方
まさ
に秋候なり。一の
內侍
　
直廬の前の楓樹を看て曰はく、 ﹁
向きやう
來らい
此の樹、
纔わづ
かに一枝の紅
を催す有り。已に秋色の至れるを覺ゆ。今日早く辭す、復た認むべからず﹂と。一郎
　
首かうべ
を舉げて﹁何れの方の枝ならん﹂と問ふ。藤郞永
綱
　
側に在りて曰はく、 ﹁定めて是れ西方ならん﹂と。
〔訳文〕後堀河天皇の御世に、宮中で、省の役人や内侍たちが部屋の内と外で夜を明かした時、折しも秋の時候であった。一人の内 、宿直の詰め所の前にある楓の樹を見て言った、 ﹁先日来、この楓の一つの枝が紅葉し始めたので、すでに秋の訪れを知覚しまし ところが、今日は早くもその紅葉 葉が姿を消して、もはや秋の気配が認めら ません﹂と。すると一人の省吏 頭 挙げ ﹁どの方角の枝なのでしょうか﹂と尋ねたところ、側 いた藤原永綱が （ は西から 言われていますから）きっ 西 方角の枝でしょうね 答えた︹原注︺①後堀川帝。︹書き下し文︺①後堀川帝なり。︹訳文︺①後堀川帝である。
四七
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〔語釈〕貞應
　
年号。仲恭天皇、後堀河天皇の治世。一二二二～一二二四。
宮內
　
宮中のこと。
後堀川帝
　
後堀河天皇。一二一二～一二三四。在位は一二二一～一
二三二。名は茂
ゆたひと
仁。父は後鳥羽天皇の兄である守貞親王（後高
倉院）で、母は藤原基家の娘陳子。九条道家の娘である?子が生んだ四条天皇に譲位した後も院政を執ったが、二年後に崩じた。詩歌が﹃和漢兼作集﹄ ﹃新勅撰和歌集﹄などに入集している。
省郞
　
省吏、省中の役人のこと
內侍
　
宮内 に属し、後宮の一切を司る女官。
相更
　﹁更﹂はふける、過ごす意。ともに語り合って夜を過ごすこと。
一內侍
　
典拠である﹃古今著聞集﹄では、 ﹁少将の内侍﹂つまり藻壁
門院少将（後堀河天皇の中宮?子） 内侍とする。
直廬
　
宿直するところをいう。
楓樹
　
楓の木。形状から﹁鶏冠木﹂とも 秋 紅葉 中でも、最も美しいも の一つとされ、古来多くの和歌に詠まれてきた
向來
　
これまで、従来、の意。
催紅
　
紅を催す。つまり、紅葉した と
早辭
　﹁辭﹂は去る、の意。早々と楓の紅葉が散ることをいう。
一郞
　﹃古今著聞集﹄では、 ﹁頭の中将﹂とされている。
藤郞永綱
　﹃古今著聞集﹄には﹁藤原永継﹂とある。河内守孝綱の子で、
嘉禄（一二二六）二年正月に六位蔵人に補任 た。同年三月
には左衛門尉となり、宣旨により検非違使にも任命された。
定是西方
　
中国の陰陽五行説では、秋が西方に配されることから、 ﹃古
今和歌集﹄ （巻第五・秋歌下・二五五・藤原勝臣）で、 ﹁貞観御時、綾綺殿の前に梅の木ありけ 。西の方にさせりける枝のもみぢはじめたりけるを、うへにさぶらふを こどものよみけるついでによめる／おなじ枝をわきて木の葉のうつろふは西こそ秋の始めなりけれ（同じ一本の木から出た枝な に、時 西側の枝の葉が紅葉したのは、秋が西 方 訪れるからだったのだ） ﹂と詠まれた和歌にちなむもの。
〔典拠〕﹃十訓抄﹄巻一―第十四。﹃古今著聞集 第六百六 六話﹁嘉禄二年九月、台盤所御壺の楓の初紅葉に就き、蔵人永継即答の事﹂ 。〔備考〕﹃古今著聞集﹄は役職・人物名などがかなり具体的に記されることから、直接の典拠は﹃十訓抄﹄であると考えられる。
（永田英理）
〔言語
32〕
或人患
二
羅褾褫易
一 レ
壞。頓阿①曰。羅褾者。邊絲粗斷。鈿軸者。嵌螺
間剝。然後可
レ
愛爾。
四八
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〔書き下し文〕或る人
　
羅褾の
褫と
けて壞れ易きを患ふ。頓阿曰はく、 ﹁羅褾は、邊絲
粗く斷へ、鈿軸は、嵌螺間
かん
剝ぱく
して、然して後に愛すべきのみ﹂と。
〔訳文〕ある人が、薄絹の表紙が擦れ解けて壊れやすくなっているのを気にしていた。頓阿が言うには、 ﹁薄絹の表紙はへり糸が粗く擦れ、螺鈿の軸物は青貝がまばらに剥がれてこそ 愛着がわくものである﹂と。︹原注︺①小野宮能實之裔爲僧。︹書き下し文︺①小野宮能實の裔にして僧と爲る。︹訳文︺①小野宮能実の後裔で、僧侶となった。
〔語釈〕羅褾
　﹁羅﹂はきぬ、うすぎぬ、あやぎぬ、 ﹁褾﹂は表装の意。薄い絹織物で張られた表紙。
褫
　　
解く、解けるの意。
頓阿
　
一二八九～一三七二。鎌倉―南北朝時代の僧侶、歌人。俗名、二階堂貞宗。藤原道長 曾孫、大納言藤原能実の六世の孫または八世の孫。幼少より歌を好み、二条派の嫡流為世に学ぶ。為世門の和歌四天王のひと 。南北朝時代の歌壇の重要人物。
邊絲
　
表紙の縁（へり）の糸をいう。 ﹁邊﹂はふち、へりの意。
粗斷
　
粗く擦り切れること。
鈿軸
　﹁鈿﹂は貝飾り、青貝細工。 ﹁軸﹂は巻き物、軸物。青貝細工をちりばめた、巻き物の軸を指す。
嵌螺
　﹁嵌﹂ははめこむ、ち ばめる、 ﹁螺﹂は螺鈿に同じく、青貝細工をいう。 ﹁嵌螺﹂は、細工として散りばめられた青貝。
間剝
　
まばらに剥がれること。
能實
　
藤原能
よしざね
実。一〇六九～一一三二。藤原師実四男。小野宮大納言。
〔典拠〕﹃徒然草﹄八十二段。 
（塚野晶子）
〔言語
33〕
隱者某。世累旣盡。曾望
レ
月歎曰。吾死去。於
レ
世都無
レ
所
二
戀戀
一
。
但與
二
天上
一
辭。可
レ
惜
二
一別
一
耳。
〔書き下し文〕隱者の
某ぼう
、
世せいるい
累
旣に盡く。
曾かつ
て月を望みて
歎たん
じて曰はく、 ﹁吾
　
死去
すれども、世に於いて都
すべ
て戀戀する所無し。但だ天上に辭す、一別を
惜しむべきのみ﹂と。〔訳文〕隠者の某
なにがし
は、すでに世俗的な束縛を一切持っていなかった。かつて月
を望んで嘆息して言うことには、 ﹁私は死ぬにしても、この世には何
四九
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も執着するものはない。ただ、天にいとまをこうにあたっては、別れを惜しむだけである﹂と。〔語釈〕世累
　
世の中のわずらい。俗累。 ﹁累﹂は、わずらい、うれいの意。
戀戀
　
思い焦がれるさま。未練がましいさま。
天上
　
天の上。空。ここでは、広く自然界の風物現象をいう。
〔典拠〕﹃徒然草﹄二十段。 
（丁秋娜）
〔言語
34〕
僧圓爾①。與
二
菅諫議爲長
一
②。會
二
丞相座
一
。菅世儒家。常欲
レ
折
二
圓
爾
一
。丞相曰。兩雄相遇。可
レ
無
二
一戰
一
。爾乃曰。久聞菅公。家世儒
術。是不。菅色莊曰。然。爾曰。我法授受。自
二
世尊
一
五十五世。逹
摩以來二十七世。雖
二
强弩窮矢
一
。爾等尚以
二
系受
一
。忝稱
二
釋氏
一
。卽
以
レ
釋例
レ
儒。恐亦當
レ
然。不
レ
知公於
二
孔子
一
幾世。菅不
レ
得
レ
應。退
謂
レ
人曰。我擬
下
以
二
衟義
一
相角
上
。而旣陷
二
伊重圍中
一
。
〔書き下し文〕僧圓爾と菅諫議爲長とは、丞相の座に會す 菅は世
よヽ
儒家たり。常に圓
爾を
折くじ
かんと欲す。丞相曰はく、 ﹁兩雄
　
相遇ふ。一戰無かるべけん
や﹂と。爾乃ち曰はく、 ﹁久しく聞く菅公、家
　
儒術を
世よヽ
にすと。
是ぜ
なりやいなや﹂と。菅
　
色莊して曰はく、 ﹁然り﹂と。爾
　
曰はく、 ﹁我
が法
　
授受して、世尊自
よ
り五十五世、逹摩以來二十七世なり 强弩窮
矢と雖も、爾等
　
尚ぶに系受を以てし、忝くも釋氏と稱す。卽ち釋を
以て儒を例するに、恐らくは亦
　
當に然るべし。知らず公は孔子より
も幾世ぞ﹂ 。菅
　
應ずることを得ず。退きて人に謂ひて曰はく、 ﹁我
　
衟義を以て相角せんと擬す。而して旣に伊
か
れが重圍の中に陷る﹂と。
〔訳文〕僧の円爾と諌議である菅原為長は、丞相である九条道家おましの座で出会った。菅原氏は代代儒家である。いつも円爾の鼻を明かしてやろうとしてい 丞相がいうことには、 ﹁両雄が遭遇したのだ。一戦ないはずがない﹂と そこで円爾がいうことに ﹁菅公の家筋は儒術を伝えていると聞 ています 、本当ですか﹂ 為長はまじめな顔つき して答えた、 ﹁そのとおりです﹂ 。円爾がいうことには、 ﹁我が仏法の授受は、世尊釈迦牟尼より五十五 、達摩法師からでも二十七代になります。強い大弓から発射されて勢 が衰えた矢に ぎませんが、我々は受け継ぐことを貴び、か じけなく 釈氏を称しております。それではこの釈氏の方法で儒家を例えるならば 恐らくは相応のものがありましょう。あなたは孔子から何代めにあたりますか﹂ 。為長は返答 ることができなかっ 。退出して人に告げていうことには、 ﹁私は道義で勝負しようとしたが、早くも彼の深長な囲みの中にはまってしまった﹂と
五〇
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︹原注︺①東福寺開祖。諡聖一。②長守之子。︹書き下し文︺①東福寺の開祖なり 諡は聖一なり②長守の子なり。︹訳文︺①東福寺の開祖である。諡号は聖一である。②長守の子である。
〔語釈〕圓爾
　
辯円。聖一国師（花園天皇よりの勅諡） 。一二○二～一二八○。俗姓は平氏、母は税
せい
氏、駿河安倍郡藁科の人。嘉禎元年（一二
三五）渡海、多くの僧の間を遍参し、
径きんざん
山
の
無ぶ
準しゅん
師範の法を
嗣ぎ、円爾の法諱を与えられた。仁治二年（一二四一）帰国後、堪慧の仲介により、九条道家・良実父子の知るところとなるその後、後深草・亀山両上皇をはじめ宮廷公卿の信仰を得、執権北条時頼に受戒し、顕密禅三宗の宗風をもってした。
東福寺
　
京都の恵日山東福寺。九条道家を開基、円爾（聖一国師）を
開山とする。教禅兼修の宗風を護持、優れた五山僧 輩出 た。
諫議
　
参議の唐名。
爲長
　
菅原為長。一一五八～一二四六。長守の子。元久元年（一二○四）文章博士 のち正二位・勘解由長官に至る 土御門天皇・
後堀川天皇の侍読。家伝の旧註で儒書を講じ、朝廷の故実典礼に通じ、和歌に優れた ﹃文鳳鈔﹄十巻の編者。
長守
　
菅原長守。為長の父。
丞相
　
天子を補佐する最高官である宰相。典拠となる﹃元亨釈書﹄巻第七﹁淨禅二﹂の記述から九条道家（ ﹁大相國﹂ ）を指す。
菅公
　
菅原道真。八四五～九○三。 ︹言語
14︺ ︹語釈︺ ﹁菅公忌日﹂ 。
色莊
　
顔色が厳かで、まじめなこと。
世尊
　
釈迦牟尼の尊称。 ︹言語
28︺ ︹語釈︺ ﹁釋尊﹂参照。
逹摩
　
生没年不詳（五一六～五二六に洛陽に滞在した記録あり。 ）波ペルシャ
斯国あるいは南インドのバラモン出身。禅宗の初祖。
雖强弩窮矢
　
典拠となる﹃元亨釈書﹄巻七﹁淨禅二﹂には﹁強弩之窮
矢雖不穿魯縞（強弩の窮矢
　
魯縞を穿たずと雖も） ﹂とある。
﹃史記﹄韓長孺伝をはじめ多くの漢籍に﹁強弩末勢不能穿魯縞（強弩の末勢
　
魯縞を穿つ能はず） ﹂と用いられる。
孔子
　
前五五一～前四七九。名は丘、字は仲 。魯国の人。儒家の祖で、堯・舜や周の文王らを尊崇し ﹁仁﹂を理想の道徳として古来の思想を大成した。言行は﹃論語﹄にまとめられる
衟義
　﹁道﹂は、教えの意。 ﹁義﹂は、すじ道、かどめの意。
重圍
　
幾重にも囲まれていること。
〔典拠〕﹃元亨釈書﹄巻七﹁淨禅二﹂ 。 
（政岡依子）
五一
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〔言語
35〕
有
二
病
レ
癲者
一
。川上見
レ
水。忽復發。已不
レ
覺
レ
墮。尸浮下流里餘。偶
止
二
一洲
一
。乃蘇自駭。且獨言曰。死乃得
レ
生。若生必死。幸哉吾死。
一衟人聞
二
此事
一
曰。忘乃得
レ
存。若存必忘。幸哉吾忘。萬事盡然。
〔書き下し文〕癲を病む者有り。川上にして水を見るに、忽ち復た發
おこ
す。已に墮つる
ことを覺えず。
尸
しかばね
浮かびて下流すること里餘、偶
たま
たま一洲に止まる。
乃ち蘇して自ら
駭おどろ
き、且つ獨言して曰はく、 ﹁死して乃ち生を得。若
し生せば必ず死せん。幸ひなるかな吾が死﹂と。一の衟人
　
此の事を
聞きて曰はく、 ﹁忘して乃ち存を得たり。若し存せば必ず忘せん。幸ひなるかな吾が忘。萬事盡く然り﹂と〔訳文〕癇癪の持病がある者がいた 川のほとりでその水の流れをみている時に、急にまた持病を発 てしまった。彼自身、すでに に堕ちたこすら気付かなかった。その屍体 浮かび上がり、 里余り下 流れてゆくと、たまた 中洲で止まった。蘇生すると驚いて、一人つぶやいたことには ﹁私は死んで生を得ることができた。もし生きたまま流されていたな ば 必ず私は死んでいたろう。私が んで たこはなんて幸運だったのだろう﹂と。ある仏 道を修めた人がこれを聞いて言った。 ﹁我を忘れることによって、すなわち の世に存在する
ことができたのだ。もしこの世に存在するからには、必ずや忘我の境地に至るものである。自らが忘れるということは何と幸せなことか。それは万事に悉く通ず ものなのであ ﹂と。〔語釈〕癲
　　
癲癇のこと。神経病の一種で、不意にひきつけ、気絶して口から泡を吐き、暫時で蘇生する病。
衟人
　
ここでは、仏道を修めた人。仏僧。典拠となる﹃沙石集﹄には、この﹁道人﹂自体は登場しない
忘乃得存
　﹁忘﹂は、この世の執着から解放されること。 ﹁死﹂と﹁生﹂
に対して、 ﹁忘﹂は﹁亡﹂の衍字で、 ﹁亡﹂と﹁存﹂の意か。
〔典拠〕﹃沙石集﹄巻第三―第一﹁癲狂人が利口の事﹂ 。〔備考〕典拠には、 ﹁一道人﹂以下に対応する記述が確認できない。ただ、 ﹁萬事盡然﹂は、巻第三―第一の文末に﹁此の心をも万事にのぞめていはば、無辺の法門あるべし﹂とあるのに対応するか。 
（永田英理）
〔言語
36〕
晉法顯。在
二
西域
一
見
二
晉扇
一
。不
レ
覺淚下①。或曰。在
二
於異域
一
。寧
復作
二
此柔態
一
邪。弘融僧都曰。三藏可
レ
謂
二
令情
一
矣。
五二
?????? ???????????? ???
〔書き下し文〕晉の法顯、西域に在りて晉の扇を見、覺えずして淚下る。或るひと曰はく、 ﹁異域に在りて、寧ろ復た此の柔態を作らんや﹂と。弘融僧都曰はく、 ﹁三藏は令情と謂ふべし﹂と。〔訳文〕晉の法顕は、西域の地で晉の扇を見て、思わず涙 流した。或る人が言うことには、 ﹁異国の地で、どうし またこのような弱い姿を見せたのか﹂と。弘融僧都 法顕様はよいお心をお持ちであったと言うべきです 言ったことだ。︹原注︺①法顯佛國記曰。法顯去
レ
漢積
レ
年。所
二
與交接
一
。悉異域人。山川
艸木。舉
レ
目無
レ
舊。又同行分
?。或留或亡。顧
レ
影唯己。心常
懷
レ
悲。忽於
二
此土佛邊
一
。見
下
商人以
二
晉地白絹扇
一
供養
上
。不
レ
覺悽然涙下滿
レ
目。
︹書き下し文︺①法顯の佛國記に曰はく、 ﹁法顯
　
漢を去りて年を積む。
與とも
に交接
する所は、悉く異域の人なり。山川艸木、目を舉ぐるに舊無し。又
　
同行は分?し 或いは留まり或いは亡ず。影を顧みるに唯だ己
をのれ
の
み。心に常に悲 みを懷く。忽ち此の土の佛の邊に於いて、商人の晉地の一白絹扇を以て供養するを見る 覺え 悽然として涙下り目に滿つ﹂と。
︹訳文︺①法顕の﹃仏国記﹄に言う、 ﹁法顕が中国の地を出発してから長い
年月が経った。交流するのは皆異域の人ばかりである。山川草木を目にしても故国のものはない。さらに同行の人々も分かれ分かれになって まい、ある者は仏国に留まり、ある者は亡くなった。道行く影 顧みれば自分一人しかい 心中 はいつも悲しみを抱いていた。ふとこの土の仏像のあたりで、商人が晋国 白絹の扇 仏に供養しているのを見て、思わず悲しくなって涙が目にあふれたのである﹂と
〔語釈〕晉
　　
司馬炎がたてた王朝の名。五胡の侵入により洛陽から建康（南京）に移る。西晋（二六五～三一六） 、東晋（三一七～四二○） 。
法顯
　
平陽武陽の人。姓は襲氏。生没年不詳。律蔵の揃っていないことを慨嘆し、東晋の隆安三年（三九九）にインドに向け 長安を出発。その後十五年、三十余国を巡歴し、その見聞を記録したのが﹃法顕伝﹄ （ ﹃仏国記﹄ ）で、多くの経典を翻訳。
西域
　
古代の中国人が西方 諸国を漠然と総称した語。現在の新疆・ウイグル自治区や中近東地方のあたりまでを指す。
扇
　　
団扇式のもの。明代に日本から輸入するまで 、中国には折りたたみ式の摺畳扇はなかった
分?
　
別れ別れになること。 ﹁?
??
﹂は、さける、割れるの意。
土佛
　﹃法顕伝﹄ （ ﹃仏国記﹄ ）に、 ﹁玉像﹂に作る。
五三
?????? ???????????? ???
弘融
　
仁和寺の僧侶。元弘三年（一三三三）に四十七歳の記録がある。
三蔵
　
経（仏の説法） ・律（仏徒の戒法） ・論（教理解説）に通暁した高僧。ここでは 顕を指す。
令情
　
やさしい心。 ﹁令﹂は、よい、清らかで美しいことの意。
〔典拠〕﹃徒然草﹄第八十四段。 
（政岡依子）
〔言語
37〕
有
二
爭
レ
田者
一
。訟旣不直。地入
二
仇家
一
。乃怒。驅
二
惡少年
一
。使
三
行
刈
二
其禾
一
。而所
レ
過遵
レ
路。行且刈
レ
之。其主出?曰。我地非
二
爭分
一
。
遷
レ
怒妄刈。無
レ
理太甚。刈者曰。爭
レ
田不
レ
勝。而刈
二
勝者禾
一
。固亦
無
レ
理。旣行
二
非理
一
。何禾不
レ
可
レ
刈。
〔書き下し文〕田を爭ふ者有り。訟旣に不直にして、地
　
仇家に入る。乃ち怒り、惡
少年を驅り、行きて其の
禾か
を刈らしむ。而して過ぐる所は路に遵ひ
て、
行ゆく
ゆく且つ之を刈らしむ。其の主
　
出でて
???
して曰はく、 ﹁我が
地
　
爭分に非ず。怒りを
遷うつ
して
妄みだ
りに刈るは、理無きこと
太はなは
甚
だし﹂
と。刈る者曰はく、 ﹁田を爭ひて勝たざるに、而して勝者の禾を刈る、固より亦た理無し。旣に非理を ふに、何れの禾か刈るべからざらん﹂と。
〔訳文〕田地の所有権を争う者があった。しかし、訴訟の結果、すでにその権利を認められず、その土地は敵の家のものになった。そこで、訴訟した男は怒り、性
たち
質の悪い若者たちをかり立てて、取られた土地の稲を
刈りに行かせた。そして彼らは通り かりの道々で、よその稲をも刈り取った。すると、そ 土地の持ち主が出てきて、彼らを叱りつけて言った、 ﹁私の土地は、訴訟で争った土地で ない。やつあたりをして、みだ に稲を刈り取ってゆくのは 不条理も甚だしい﹂と。稲を刈り取った者は次のように言 ﹁田 を争って、訴訟に破れながら、勝者の田の稲を刈るというの もとより道理もないことだ もうすでに道理にはずれることをしているのだから、どこの田の稲を刈っても同じことだ﹂と。〔語釈〕爭田
　
田地を争うこと。土地の所有権を訴訟で争うことをさす。
不直
　
正しくないこと。ここでは訴訟に負けたため、その土地を所有するに値し 状態をいったも 。
仇家
　
怨みのある家。敵。
禾
　　
稲穂のこと。 ﹁禾﹂は、穂先が垂れた植物を表す象形文字。
?
　　
叱る、戒める、の意。
遷怒
　
怒りをある対象から別の対象に移すこと。やつあたりの意。
太甚
　
甚だしいこと。 ﹁太﹂も﹁甚﹂も なはだしい意。
非理
　
道理にはずれる、正しい道に背くこと。
五四
?????? ???????????? ???
〔典拠〕﹃徒然草﹄第二百九段。 
（永田英理）
〔言語
38〕
衆人會談及
二
一祕事
一
。或人曰。某許衟人知
二
此祕
一
。登蓮法師在
レ
座。
卽起求
二
雨具
一
。座人問
二
何之
一
。蓮曰。欲
下
詣
二
某許
一
聞
中
祕事
上
爾。皆
曰。方雨。何乃太急。蓮曰。命理奄忽。那復爲
レ
人且待
二
雨霽
一
。
〔書き下し文〕衆人會談
　
一の祕事に及ぶ。或る人曰はく、 ﹁
某ぼう
の
許もと
の衟人
　
此の祕
を知る﹂と。登蓮法師
　
座に在り。卽ち起ちて雨具を求む。座人
　
何いづこ
に
か之
ゆ
くと問ふ。蓮曰はく、 ﹁某の許に詣
いた
りて祕事を聞かんと欲すのみ﹂
と。皆曰はく、 ﹁方
まさ
に雨
あめふ
る、何ぞ乃ち太
はなは
だ急なる﹂と。蓮曰はく、 ﹁命
理奄
えんこつ
忽なり。那
なん
ぞ復た人の爲に且
しばら
く雨の霽
は
るるを待たんや﹂と。
〔訳文〕多くの人が集まって話し合っている時、ある一つの秘事に話し及んだ。ある人が言うことには、 ﹁どこそこにおられる僧がこの秘事を知っています﹂と。登蓮法師はその座に居て、この事を聞くと、すぐさま立ち上がって雨具を借りようとした。その座の人々が、 ﹁どこに行くのですか﹂と聞くと、登蓮法師は答えて言う ど そこに出かけてこの秘事について いてこようと思います﹂と。一同が、 ﹁ちょう
雨が降っています。どうしてそんなに急がれるのですか﹂と言うと、登蓮法師が答えて言うことには、 ﹁人の命運はいつそこなわれるか分からないものです。どうしてその人のために、雨が止むのをしばし待てるでしょうか﹂と。〔語釈〕登蓮
　
生没年不詳。平安時代後期の僧侶歌人。中古六歌仙の一人。治承二年（一一七八）三月十五日﹃別雷社歌合﹄に出詠する。延慶本﹃平家物語﹄に、もと筑紫安楽寺の僧で近江の阿弥陀寺に住み、連歌を能くしたために平清盛に知られ、その庇護を受けたと語る。俊恵が主宰する歌林苑の会衆の一人で 源頼政・西行とも交際があった。 集﹃登蓮法師集﹄ （ ﹃中古六 仙﹄ 一部） 、 ﹃登蓮法師恋百集﹄が存する ﹃詞花和歌集﹄以下勅撰集に十九首入集。
某許
　
だれかのところ、どこそこの意。 ﹁許﹂はところ、場所を表す。
衟人
　
僧侶。また、俗世間をはなれた隠者、世捨て人。
命理
　
天から賦与せられた命と自然の法則
奄忽
　
たちまち。はやい。にはかに。奄然。 ﹁奄﹂は、変化の速やかなさま。
霽
　　
晴れる。雨・雪などが んで 空がすっきり晴れる。
〔典拠〕﹃無名抄﹄第十六話﹁ますほの薄
すすき
の事﹂ 。
五五
?????? ???????????? ???
〔備考〕本話に見える﹁一秘事﹂は、典拠になる﹃無名抄﹄には、 ﹁ますほの薄﹂はいかなるものかという秘事口伝の話題として記されている。
（丁
　
秋娜）
〔言語
39〕
文和中。傳國璽劔在
二
南朝
一
①。北帝②於
レ
京將
レ
卽
レ
位。百官多疑。
無
二
傳國璽
一
。恐難
レ
行
二
卽位禮
一
。衆議不
レ
決。時二條公③爲
レ
相。足
利公④爲
レ
將。相公獨奮曰。方今國家。以
二
尊氏
一
爲
二
寶劔
一
。臣願當
二
神璽
一
。以奉
二
天朝
一
。於
レ
是定
レ
策臨
レ
?。
〔書き下し文〕文和中、傳國の璽劔
　
南朝に在り。北帝
　
京に於いて將に位に卽かん
とす。百官多く疑ふ、 ﹁傳國の璽無し。恐るらくは卽位の禮を行ひ難し﹂ 。衆議決せず。時に二條公
　
相と爲る。足利公
　
將と爲る。相公
　
獨り奮ひて曰はく、 ﹁方に今國家、尊氏を以て寶劔と爲す。臣
　
願は
くは神璽に當
あ
たり、以て天朝に奉ぜん﹂と。是に於いて策を定め?に
臨む。〔訳文〕文和年間のこと。伝国の璽剣は南朝にあった。北帝（後光厳帝）は京で、即位しようとしていた。百官が多 疑うことには、 ﹁伝国の璽が無いのである。恐らくは即位の礼を行うことは困難であろう﹂と。そ
のため衆議は定まらなかった。時に、二条公（良基）は大臣であり、足利公（尊氏）は将軍であった。二条公はひとり、勇み立って言った﹁まさに今日の国家は、尊氏を宝剣としています。私は、願わくは、神璽となって、朝廷にお仕えしたいと思います﹂と。かくして、天皇の尊立の議を決して即位した。︹原注︺①元弘帝出
二
居南山
一
。建
レ
朝與
二
京師
一
分爭。
②後光嚴帝。③藤良基。二條關白左大臣衟平之子。繼爲
二
關白太政大臣
一
。
④源尊氏。足利讚岐守貞氏之子。奉
二
光明帝
一
。至
二
征夷大將軍大納
言
一
。後贈
二
大相國
一
。
︹書き下し文︺①元弘帝は南山を出居し、朝を建て京師と分爭す。②後光嚴帝なり。③藤良基なり。二條關白左大臣
　
衟平の子なり。繼ひで關白太政大
臣と爲る。
④源尊氏なり。足利讚岐守貞氏の子なり 光明帝を奉じ、征夷大將
軍大納言に至る。後に大相國を贈らる。
︹訳文︺①元弘帝（光厳天皇）は南山（高野山）から出居し、北朝を建てて、
京師（南朝）と分争した。
②後光厳帝のことである。
五六
?????? ???????????? ???
③藤原良基（二条良基）である。二条関白左大臣
　
道平の子であっ
た。父を継いで、関白太政大臣となる。
④源尊氏である。足利讚岐守貞氏の子であった。光明帝を奉じ、征
夷大将軍大納言に至った。後に大相国の地位を贈られた。
〔語釈〕文和
　
室町・南北朝時代、北朝方に使用された年号。一三五二～一三六五。北朝方は後光厳帝。南朝方は後村上天皇。
傳國璽劔
　
帝位を継ぐものが伝える剣と璽。三種の神器のうち、 ﹁剣﹂
は天
あめの
叢むら
雲くもの
剣つるぎ
（草薙の剣とも） 、 ﹁璽﹂は八
やさかにの
尺瓊勾
まがたま
玉。
南朝
　
大和国吉野を中心とした大覚寺統の朝廷。吉野朝廷。南北朝時代の五十六年間（一三三六～一三九二）存続
元弘
　
年号。一三三一～一三三 天皇は後醍醐天皇
元弘帝
　
光厳天皇。一三一三～一三六四。南北朝時代の北朝第一代天
皇である。在位は一 三一～一 。
南山
　
吉野山・高野山のこと。南朝側の本拠地 建武三年（一三三六）後醍醐天 は神器を持ち、京から逃れ、高野山に 朝を興した
後光嚴帝
　
後光厳天皇。一三三八～一三七四。在位は一三五二～一三
七一。北朝第四代天皇。元弘元年（ ）後醍醐天皇の倒幕計画が発覚し笠置に逃れ、剣璽引渡なく後光厳天皇が践祚
二條公
　
二条良基。一三二〇～一三八八。南北朝時代の公卿、歌人。
連歌の大成者でもある。二条道平の子。北朝側の関白太政大臣。和歌を学び二条派を再興した。 ﹃大日本史﹄巻百七十八﹁藤原
良基伝﹂に引く﹃仁和寺書籍目録﹄にも本話の故事がみえる。
衟平
　
二条道平。一二八七～一三三五。二条良基の父。関白となる。
足利公
　
足利尊氏。一三〇五～一三五八。鎌倉時代後期から室町時代
初期の武将。足利貞氏の次男。鎌倉幕府に仕え、二十九歳で後醍醐天皇 綸旨を受けて倒幕。後醍醐天皇による建武の新政は武士の支持を得られず、延元三年（一三三八） ﹃建武式目﹄七か条を制定。征夷大 軍に任じられ室町幕府を開く 至る。
貞氏
　
足利貞氏。一二七三～一三三一。鎌倉時代後期の武将。
光明帝
　
光明天皇。一三二一～一三八〇。在位は一三三六～一三四八。
北朝第五代天皇。建武三年（一三 六） 尊 が楠木正成らを破って入京。後醍醐天皇は延暦寺に難を避けたので、尊氏は光厳天皇に奏請し、光明天皇 即位させた。
寶劔
　
天あめのむらくものつるぎ
叢雲
剣のこと。三種の神器の一つ。
神璽
　
八やさかにの
尺瓊勾
まがたま
玉のこと。三種の神器の一つ。
天朝
　
朝廷・天子を敬っていう言葉。
定策
　
大臣が天子の尊立をはか こと。また、計策を決すること。
臨?
　
帝位につくこと。践祚。 ﹁?﹂は天子の位を意味する。
〔典拠〕﹃本朝蒙求﹄上巻﹁尊氏宝剣
　
良基神璽﹂ 。
 
（石本波留子）
五七
?????? ???????????? ???
〔言語
40〕
玄慧曰。酒有
二
三遲名
一
。人擬
二
我行
一 レ
杯。而我左右相視不
二
輒受
一
。
一遲也。旣受而不
二
輒飮
一
。待
二
人目
一 レ
之始下。一遲也。旣飮而欲
二
復
行
一 レ
它。而他亦不
二
輒受
一
。一遲也①。
〔書き下し文〕玄げん
慧ゑ
曰はく、 ﹁酒に
三さん
遲ち
の名有り。人
　
我に杯を行はんと擬す。而し
て我
　
左右に相視て輒
たやす
く受けざるは、一遲なり。旣に受けて輒く飮ま
ず、人の之を目にするを待ちて始めて下すは、一遲なり。旣に飮みて、而して復た它
かれ
に行はんと欲す、而して他
かれ
も亦た輒く受けざるは、一遲
なり﹂と。〔訳文〕玄慧が言うには、 ﹁酒には﹃三遅﹄という名がある。人が私に杯を渡そうとしても、左右をよく見てすぐには受け取らないのが﹃一遅﹄である。既に杯を受け取ってもすぐ 飲まず、人が見ている時まで待って飲み干すの ﹃一遅﹄である。既に飲み干して杯を交わそうとする時に、また他の人もすぐに受け取らないのが﹃一遅﹄である﹂と。︹原注︺①菅家文艸云。春物春情更問誰。紅樓
（櫻）
一樹酒三遲。
︹書き下し文︺① ﹃菅家文艸﹄に云はく、 ﹁春の物
　
春の情
　
更に誰にか問はむ。紅
樓（櫻）
　
一樹
　
酒三遲﹂と。
︹訳文︺
﹃菅家文草﹄に﹁春物春情更問誰。紅楼
（桜）
一樹酒三遅﹂ （春の景物、春の
風情は、この上誰に尋ねることが必要か。殿前に紅く咲き誇る桜の樹のもとで、三遅 約束事で酒を味わうことに尽きる）とある。〔語釈〕玄慧
　
玄恵とも。一二七九～一三五〇。比叡山の学僧で、後に禅を学んだ。後醍醐天皇の侍読となる。程朱学に詳しく、宋学の碩儒とされ、 ﹃太平記﹄や﹃庭訓往来﹄の編著者ともいわれる。
三遲
　
酒宴に遅参した者に、罰杯を科すること 転じて、酒または酒宴の異名。典拠である﹃本朝語園﹄には、 ﹁酒有三遅﹂として﹁玄恵法印ノ説ニ、晴ノ座ニテ酒ヲ呑ニハ必ズ三遅ト云テ、オソキ事三ツアリ﹂とあり、酒を飲む時の礼法と解される。
輙
　　
﹁たやす（く） ﹂と訓じ、無造作に、たちまちにの意。
行它
　﹁行它﹂の﹁行﹂は﹁行杯﹂の意味で、杯を交わすこと。
菅家文艸
　﹃菅家文草﹄ 。昌泰三年（九〇〇） 、菅原道真が醍醐天皇の
求めに応じて進献した漢詩文集。
春物春情更問誰。紅樓一樹酒三遲。
　﹃菅家文草﹄巻五―三八四﹁春、
惜櫻花、應製一首（春、櫻花を惜しみて、製に應へまつる一首） ﹂の詩句。 ﹁紅樓
、
﹂は﹁紅櫻
、
﹂の誤刻かと考えられる。
〔典拠〕﹃本朝語園﹄巻七﹁酒有三遅﹂ 。
五八
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